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●一般質問で･･･①「不要不急の道路建設は中止を」 ②「よりよい保育行政をめざして」 

●一般会計予算で･･･保健、教育などの予算は評価するものの、同和行政と新設道路建設について反対 

●「大山町立学校設置条例の一部改正」案に･･･赤松分校の廃校に対して反対討論（廃校すると、財政面で、町にとっては損） 

●陳情で･･･｢後期高齢者医療制度の即時廃止に関する陳情｣は採択すべしと主張 （教育民生委員会の提案は不採択) 
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ムムダダとと考考ええるる２つの道路 
 
 
 
 
 
 町道中山インター線は、合併時の「まちづくりプラン」に盛り込まれていた計画道路だと

言うのですが、現時点で再検討して、その結果、見直すことはありうることです。 

 国の補助が6 割あるとはいえ、巨費をかけてつくる必要があるのでしょうか。 

 今は、税の町民負担軽減や医療・保健など町民福祉の向上に回すべきと考えます。 

             ～特別施策から一般施策へ～ 

 45年前に同和対策審議会の答申が出されて以来、様々な同和対策事業や同和教育に費やされ

た税金は、国･地方あわせて16兆円以上。その精力的な取り組みの結果、同和問題は、解決に

向けて大きく前進してきました。 
 しかし、大山町でも他の自治体と同様、事業を縮小 
させながらも、今なお同和対策事業を継続しています。 
今年度の本町の予算では・・・ 
      同和関連予算の総額…約1億円 

 

 町内にある10園の保育所を拠点保育所3園、サブ保育所２園にする再編

計画が進んでいます。中でも、中山地区では 1 園になったり、上中山保育

所がなくなったりすることについて、反対の声があります。 
保育所がなくなることは、地域の活性化に悪影響をもたらす心配があり

ます。拠点保育所の位置も含めて、住民の納得と合意を得るよう論議する

ことが大切です。 

     
  

町道中山インター線 

09年11月号でも取り上げた道路です。 
なかやま温泉と9号線を結ぶ道路は、既

に3本あって、利便性も安全性も十分と

言えます。（総工費4億円） 

町道退休寺線 

広域農道から退休寺まで、距離700ｍ、幅員

7ｍの観光道路として新設するものです。し

かし、バスの乗り入れは、それほどないとい

うのが現状です。（総工費8千万円）。 
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主な特別施策 

●高校・大学などへの進学奨励

交付金･･･227 万円 

●地区学習会（小･中学生対象）

補助金･･･240 万円 

予算には上がらない施策として 

●固定資産税の減免･･･Ｈ21 年

度総額515 万円(523 件分) 

 特別施策を継続することは、｢部落｣を固定化し、旧同和

地区と地区外との間に垣根を作ることになり、真の同和問

題の解決を遠ざけてしまうことになります。 

 今や、特別な同和対策は終結し、一般施策へ移行する

ことが真の解決へつながるのではないでしょうか。 

住民・保護者の合意で 
  

や
っ
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他の医療制度と切り離して、75 歳以上の高齢者を囲い込む、世界に例の

ない差別的医療制度。この制度の目的は、高齢者の医療費抑制にあります。

高齢者の人口が増えるほど保険料は上がります。まさに、長生きするなと

いわんばかりの制度です。制度が長引くほど被害者が増えていく制度は、

即時廃止しかありません。あと３年も待てません。 

 ところが、民主党内では制度の見直し案として、こともあろうに年齢を

６５歳以上に下げる案（国保で別勘定）が論議されている 

のです。いったい何を考えているのでしょう！ 

即 時 廃 止 

同和行政の今後は 

「明るい大山」へのカンパをお寄

せいただけましたら、幸いです。 

 

 


